
(57)【要約】

【課題】　直流遮断器に用いられる転流回路の耐電圧特

性を改善する。

【解決手段】　直流電流を遮断する主遮断器１と、この

主遮断器１に直列に接続された副遮断器２と、直列に接

続した転流スイッチ５、リアクトル４、および転流コン

デンサ３を有し前記主遮断器１に並列に接続された転流

回路６と、前記転流回路６の前記転流コンデンサ３を充

電する充電回路１０とを備え、電源側と負荷側の間に設

置される直流遮断器において、前記リアクトル４および

前記転流コンデンサ３が前記転流スイッチ５よりも負荷

側に接続されていることを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 直 流 電 流 を 遮 断 す る 主 遮 断 器 と 、
こ の 主 遮 断 器 に 直 列 に 接 続 さ れ た 副 遮 断 器 と 、
直 列 に 接 続 し た 転 流 ス イ ッ チ 、 リ ア ク ト ル 、 お よ び 転 流 コ ン デ ン サ を 有 し 前 記 主 遮 断 器 に
並 列 に 接 続 さ れ た 転 流 回 路 と 、
前 記 転 流 回 路 の 前 記 転 流 コ ン デ ン サ を 充 電 す る 充 電 回 路 と を 備 え 、 電 源 側 と 負 荷 側 の 間 に
設 置 さ れ る 直 流 遮 断 器 に お い て 、
前 記 リ ア ク ト ル お よ び 前 記 転 流 コ ン デ ン サ が 前 記 転 流 ス イ ッ チ よ り も 負 荷 側 に 接 続 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 直 流 遮 断 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 直 流 電 流 を 遮 断 す る 主 遮 断 器 と 、
こ の 主 遮 断 器 に 直 列 に 接 続 さ れ た 副 遮 断 器 と 、
直 列 に 接 続 し た 第 １ の 転 流 ス イ ッ チ 、 転 流 コ ン デ ン サ 、 リ ア ク ト ル お よ び 第 ２ の 転 流 ス イ
ッ チ を 有 し 前 記 主 遮 断 器 に 並 列 に 接 続 さ れ た 転 流 回 路 と 、
前 記 転 流 回 路 の 前 記 転 流 コ ン デ ン サ を 充 電 す る 充 電 回 路 と を 備 え 、
前 記 リ ア ク ト ル お よ び 前 記 転 流 コ ン デ ン サ は 、 前 記 第 １ の 転 流 ス イ ッ チ と 前 記 第 ２ の 転 流
ス イ ッ チ 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 転 流 ス イ ッ チ と 前 記 第 ２ の 転 流 ス イ ッ チ は 連 動 し て 開
閉 す る こ と を 特 徴 と す る 直 流 遮 断 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 充 電 回 路 は 、 前 記 直 流 遮 断 器 に 印 加 さ れ て い る 対 地 電 位 の 極 性 を 検 出 し 、 そ の 極 性
の 検 出 に 基 づ い て 前 記 転 流 コ ン デ ン サ の 極 性 を 切 替 え て 充 電 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 直 流 遮 断 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 転 流 回 路 の 耐 電 圧 特 性 を 改 善 し 得 る 直 流 遮 断 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 気 鉄 道 用 き 電 回 路 の よ う な 直 流 回 路 に お い て は 、 電 源 側 に 直 流 遮 断 器 が 設 け ら れ 、 直
流 回 路 の 事 故 電 流 や 通 電 電 流 の 開 閉 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 直 流 遮 断 器 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 直 流 回 路 の 電 源 側 （ Ｐ ） － 負 荷 側 （ Ｎ ） 間 に
接 離 自 在 の 一 対 の 接 点 を 有 す る 主 遮 断 器 １ と 副 遮 断 器 ２ と が 直 列 接 続 さ れ て い る 。 主 遮 断
器 １ に は 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ 、 リ ア ク ト ル ４ お よ び 転 流 ス イ ッ チ ５ を 有 す る 転 流 回 路 ６ が
並 列 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 転 流 ス イ ッ チ ５ が 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ お よ び リ ア ク ト ル ４
よ り も 負 荷 側 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 主 遮 断 器 １ が 遮 断 後 に 発 生 す る 電 磁 エ ネ ル ギ ー を
吸 収 す る た め サ ー ジ ア ブ ソ ー バ ７ が 並 列 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 回 路 構 成 に お い て 、 直 流 回 路 に 事 故 電 流 が 流 れ た 場 合 、 転 流 ス イ ッ チ ５ が 閉
じ ら れ 、 主 遮 断 器 １ に 転 流 回 路 ６ か ら 振 動 性 の 転 流 電 流 を 注 入 し て 事 故 電 流 を 遮 断 し 、 次
い で 副 遮 断 器 ２ で 直 流 回 路 を 開 路 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 場 合 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ は 、 負 荷 側 が 正 極 性 に 充 電 さ れ て い る の で 、 転 流 電 流 は 、
転 流 コ ン デ ン サ ３ → リ ア ク ト ル ４ → 転 流 ス イ ッ チ ５ → 主 遮 断 器 １ → 転 流 コ ン デ ン サ ３ で 形
成 さ れ る 閉 回 路 を 流 れ る 。 そ し て 、 事 故 電 流 の 向 き と 逆 方 向 の 転 流 電 流 に よ り 零 点 が 形 成
さ れ 、 主 遮 断 器 １ で 容 易 に 遮 断 で き る よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － ６ ７ ４ ２ ９ 号 公 報 （ 第 ７ ペ ー ジ 、 第 ３ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 従 来 の 直 流 遮 断 器 に お い て は 、 次 の よ う な 問 題 が あ る 。   
　 主 遮 断 器 １ と 副 遮 断 器 ２ と を 閉 極 す る と 、 直 流 回 路 に は 運 転 電 圧 Ｖ ０ が 印 加 さ れ る 。 即
ち 、 主 遮 断 器 １ お よ び 副 遮 断 器 ２ は 対 地 電 位 Ｖ ０ の 電 位 と な る 。 こ の 場 合 、 転 流 ス イ ッ チ
５ は 開 路 さ れ て お り 、 ま た 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ は 予 め 所 定 の 充 電 電 圧 Ｖ ｃ に 充 電 さ れ た 状
態 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 転 流 回 路 ６ を 構 成 す る 機 器 の う ち 、 リ ア ク ト ル ４ 、 リ ア ク ト ル ４ と 接 続 さ れ て
い る 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 一 方 の 端 子 、 お よ び リ ア ク ト ル ４ と 接 続 さ れ て い る 転 流 ス イ ッ チ
５ の 一 方 の 端 子 の そ れ ぞ れ の 対 地 間 に は 、 運 転 電 圧 Ｖ ０ と 充 電 電 圧 Ｖ ｃ と が 同 極 性 の た め
、 こ れ ら を 加 算 し た 電 圧 Ｖ ｘ （ ＝ Ｖ ０ ＋ Ｖ ｃ ） が 加 わ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 こ れ ら
の 機 器 の 対 地 間 絶 縁 は 、 電 圧 Ｖ ｘ に 耐 え 得 る 耐 電 圧 性 能 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 高 い 耐 電 圧 性 能 を 得 る た め に は 、 例 え ば リ ア ク ト ル ４ の 対 地 間 の 絶 縁 構 造 や
転 流 コ ン デ ン サ ３ の 端 子 を 構 成 す る 対 地 間 絶 縁 の ブ ッ シ ン グ な ど を 大 型 化 し な け れ ば な ら
ず 、 転 流 回 路 ６ を 構 成 す る 機 器 に 加 わ る 電 圧 の 低 減 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 転 流 回 路 に 加 わ る 電 圧 を 低 減 し 、
耐 電 圧 性 能 を 改 善 し 得 る 直 流 遮 断 器 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 直 流 電 流 を 遮 断 す る 主 遮 断 器 と 、 こ の 主 遮 断 器 に 直 列 に 接
続 さ れ た 副 遮 断 器 と 、 直 列 に 接 続 し た 転 流 ス イ ッ チ 、 リ ア ク ト ル 、 お よ び 転 流 コ ン デ ン サ
を 有 し 前 記 主 遮 断 器 に 並 列 に 接 続 さ れ た 転 流 回 路 と 、 前 記 転 流 回 路 の 前 記 転 流 コ ン デ ン サ
を 充 電 す る 充 電 回 路 と を 備 え 、 電 源 側 と 負 荷 側 の 間 に 設 置 さ れ る 直 流 遮 断 器 に お い て 、 前
記 リ ア ク ト ル お よ び 前 記 転 流 コ ン デ ン サ が 前 記 転 流 ス イ ッ チ よ り も 負 荷 側 に 接 続 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 に お い て 、 所 定 の 電 圧 で 充 電 さ れ た 転 流 コ ン デ
ン サ の 充 電 電 圧 と 直 流 回 路 の 運 転 電 圧 と が 加 算 さ れ な い よ う に し て い る の で 、 転 流 回 路 を
構 成 す る 機 器 の 対 地 間 に 加 わ る 電 位 差 が 抑 制 さ れ 、 こ れ ら の 機 器 を 低 減 し た 絶 縁 と す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 直 流 遮 断 器 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 先 ず 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 直 流 遮 断 器 を 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明
の 実 施 例 １ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 回 路 構 成 図 で あ る 。 な お 、 図 １ に お い て 、 従 来 と 同 様 の 構
成 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 直 流 回 路 の 電 源 側 （ Ｐ ） － 負 荷 側 （ Ｎ ） 間 に は 、 接 離 自 在 の 一 対 の
接 点 を 有 す る 真 空 バ ル ブ か ら な る 主 遮 断 器 １ と 副 遮 断 器 ２ と が 直 列 接 続 さ れ て い る 。 主 遮
断 器 １ に は 、 転 流 ス イ ッ チ ５ 、 リ ア ク ト ル ４ お よ び 転 流 コ ン デ ン サ ３ を 有 す る 転 流 回 路 ６
が 並 列 接 続 さ れ て い る 。 こ の 転 流 回 路 ６ に は 、 転 流 ス イ ッ チ ５ 、 リ ア ク ト ル ４ お よ び 転 流
コ ン デ ン サ ３ が 、 こ の 順 序 で 直 列 接 続 さ れ 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ が 負 荷 側 に 設 け ら れ て い る
。 ま た 、 こ の 主 遮 断 器 １ が 遮 断 後 に 発 生 す る 電 磁 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る た め サ ー ジ ア ブ ソ
ー バ ７ が 並 列 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 ま た 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 端 子 間 に は 、 充 電 回 路 １ ０ が 接 続 さ れ 、 直 流 回 路 の 電 圧 （ 主
遮 断 器 １ の 対 地 電 位 ） が 正 極 性 の 場 合 、 副 遮 断 器 ２ 側 の 端 子 が 同 極 性 の 正 極 性 に 充 電 さ れ
て い る 。 こ の 充 電 回 路 １ ０ に は 、 直 列 接 続 さ れ た 第 １ の 保 護 抵 抗 １ １ 、 第 １ の 充 電 ス イ ッ
チ １ ２ お よ び 第 １ の ダ イ オ ー ド １ ３ と 、 同 様 に 直 列 接 続 さ れ た 第 ２ の 保 護 抵 抗 １ ４ 、 第 ２
の 充 電 ス イ ッ チ １ ５ お よ び 第 １ の ダ イ オ ー ド １ ３ と 電 流 の 向 き が 逆 向 き の 第 ２ の ダ イ オ ー
ド １ ６ と が 並 列 接 続 さ れ 、 電 源 １ ７ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 直 流 回 路 に 接 続 さ れ た 極 性
判 別 器 １ ８ に よ り 、 第 １ の 充 電 ス イ ッ チ １ ２ ま た は 第 ２ の 充 電 ス イ ッ チ １ ５ が 動 作 す る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 直 流 回 路 に 事 故 電 流 が 流 れ た 場 合 、 図 示 し な い 制 御 回 路 か ら の 信 号 に よ り 、 主
遮 断 器 １ が 開 極 を 始 め 、 主 遮 断 器 １ の 転 流 動 作 位 置 に 達 す る と 、 図 示 し な い 制 御 回 路 か ら
の 信 号 に よ り 、 転 流 ス イ ッ チ ５ が 閉 じ ら れ 、 事 故 電 流 に 転 流 回 路 ６ か ら の 振 動 性 の 転 流 電
流 を 重 畳 し て 主 遮 断 器 １ で 事 故 電 流 を 遮 断 し 、 次 い で 副 遮 断 器 ２ で 直 流 回 路 を 開 路 す る よ
う に な っ て い る 。 こ の 場 合 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ は 、 負 荷 側 の 端 子 が 正 極 性 に 充 電 さ れ て い
る の で 、 転 流 電 流 は 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ → 主 遮 断 器 １ → 転 流 ス イ ッ チ ５ → リ ア ク ト ル ４ →
転 流 コ ン デ ン サ ３ で 形 成 さ れ る 閉 回 路 を 流 れ る 。 そ し て 、 事 故 電 流 の 向 き と 逆 方 向 の 転 流
電 流 に よ り 、 零 点 が 形 成 さ れ 、 主 遮 断 器 １ で 遮 断 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 充 電 に お い て は 、 主 遮 断 器 １ の 対 地 電 位 の 極 性 を 極 性 判 別
器 １ ８ で 検 出 し 、 例 え ば 主 遮 断 器 １ の 対 地 電 位 が 正 極 性 で あ れ ば 、 第 １ の 充 電 ス イ ッ チ １
２ を 閉 路 し て 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 負 荷 側 の 端 子 が 正 極 性 に 充 電 さ れ る よ う に な っ て い る
。 逆 に 、 主 遮 断 器 １ の 対 地 電 位 が 負 極 性 で あ れ ば 、 第 ２ の 充 電 ス イ ッ チ １ ５ が 閉 路 さ れ 、
転 流 コ ン デ ン サ ３ の 負 荷 側 の 端 子 が 負 極 性 に 充 電 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 極 性 で 所 定 の 電 圧 Ｖ ｃ に 充 電 さ れ た 転 流 コ ン デ ン サ ３ に お い て 、 主 遮 断 器 １
と 副 遮 断 器 ２ と を 閉 極 し て 、 直 流 回 路 に 運 転 電 圧 Ｖ ０ を 印 加 し た と き の 転 流 回 路 ６ の 電 位
差 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 転 流 回 路 ６ を 構 成 す る 機 器 の う ち 、 リ ア ク ト ル ４ と 接 続 さ れ て い る 転 流 コ ン デ ン サ ３ の
一 方 の 端 子 か ら 、 リ ア ク ト ル ４ 、 お よ び リ ア ク ト ル ４ と 接 続 さ れ て い る 転 流 ス イ ッ チ ５ の
一 方 の 端 子 ま で の 間 の そ れ ぞ れ の 対 地 間 に は 、 主 遮 断 器 １ の 対 地 電 位 が Ｖ ０ と な る た め 、
運 転 電 圧 Ｖ ０ か ら 充 電 電 圧 Ｖ ｃ を 減 算 し た 電 圧 Ｖ ｚ （ ＝ Ｖ ０ － Ｖ ｃ ） が 加 わ る こ と に な る
。 即 ち 、 例 え ば 主 遮 断 器 １ の 対 地 電 位 の 極 性 が 正 極 性 で あ れ ば 、 リ ア ク ト ル ４ と 接 続 さ れ
て い る 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 一 方 の 端 子 か ら 、 リ ア ク ト ル ４ 、 お よ び リ ア ク ト ル ４ と 接 続 さ
れ て い る 転 流 ス イ ッ チ ５ の 一 方 の 端 子 ま で の 間 は 、 負 極 性 と な る の で 、 こ れ ら の 機 器 の 対
地 間 に 加 わ る 電 位 差 は 減 算 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 電 圧 Ｖ ｚ は 、 運 転 電 圧 Ｖ ０ と 充 電 電 圧 Ｖ ｃ を 加 算 し た 電 圧 Ｖ ｘ よ り も 低 く な る 。 こ
の た め 、 こ れ ら の 機 器 の 対 地 間 絶 縁 は 、 電 圧 Ｖ ｚ に 耐 え 得 る 耐 電 圧 性 能 で よ く 、 低 減 し た
絶 縁 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 実 施 例 １ の 直 流 遮 断 器 に よ れ ば 、 転 流 回 路 ６ を 転 流 ス イ ッ チ ５ 、 リ ア ク ト ル ４ お よ
び 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 順 序 で 直 列 接 続 し 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ を 負 荷 側 に 設 け る と も に 、 転
流 コ ン デ ン サ ３ の 負 荷 側 の 端 子 を 直 流 回 路 の 極 性 と 同 極 性 に 充 電 し て い る の で 、 リ ア ク ト
ル ４ と 接 続 さ れ て い る 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 一 方 の 端 子 か ら 、 リ ア ク ト ル ４ 、 お よ び リ ア ク
ト ル ４ と 接 続 さ れ て い る 転 流 ス イ ッ チ ５ の 一 方 の 端 子 ま で の 間 の こ れ ら の 対 地 間 に 加 わ る
電 位 差 を 抑 制 で き 、 こ れ ら の 機 器 を 低 減 し た 絶 縁 と す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 直 流 遮 断 器 を 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明
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の 実 施 例 ２ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 ２ が 実 施
例 １ と 異 な る 点 は 、 転 流 回 路 の 構 成 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 実 施 例 １ と 同 様 の 構 成 部 分 に
お い て は 、 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 転 流 回 路 ６ に は 、 リ ア ク ト ル ４ 、 転 流 ス イ ッ チ ５ お よ び 転 流 コ ン デ
ン サ ３ が 、 こ の 順 序 で 直 列 接 続 さ れ 、 副 遮 断 器 ２ 側 に 転 流 コ ン デ ン サ ３ が 設 け ら れ て い る
。 ま た 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 副 遮 断 器 ２ 側 の 端 子 に は 、 直 流 回 路 の 極 性 と 同 極 性 の 所 定 の
電 圧 Ｖ ｃ が 充 電 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 極 性 で 充 電 さ れ た 転 流 コ ン デ ン サ ３ に お い て 、 主 遮 断 器 １ と 副 遮 断 器 ２ と を
閉 極 し て 、 直 流 回 路 に 運 転 電 圧 Ｖ ０ を 印 加 し た と き の 転 流 回 路 ６ の 電 位 差 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 転 流 回 路 ６ を 構 成 す る 機 器 の う ち 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ と 転 流 ス イ ッ チ ５ と を 接 続 し て い
る そ れ ぞ れ の 端 子 間 の 対 地 間 に は 、 運 転 電 圧 Ｖ ０ と 充 電 電 圧 Ｖ ｃ と を 減 算 し た 電 圧 Ｖ ｚ （
＝ Ｖ ０ － Ｖ ｃ ） が 加 わ る こ と に な る 。 即 ち 、 例 え ば 主 遮 断 器 １ の 対 地 電 位 の 極 性 が 正 極 性
で あ れ ば 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 一 方 の 端 子 と 転 流 ス イ ッ チ ５ の 一 方 の 端 子 間 は 、 負 極 性 と
な っ て い る の で 、 こ れ ら の 対 地 間 に 加 わ る 電 位 差 は 減 算 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 実 施 例 ２ の 直 流 遮 断 器 に よ れ ば 、 転 流 回 路 ６ の 機 器 を 、 リ ア ク ト ル ４ 、 転 流 ス イ ッ
チ ５ 、 お よ び 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 順 序 で 直 列 接 続 し 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ を 負 荷 側 に 設 け 、
転 流 コ ン デ ン サ ３ の 負 荷 側 の 端 子 を 主 遮 断 器 １ の 対 地 電 位 の 極 性 と 同 極 性 の 電 圧 で 充 電 し
て い る の で 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ と 転 流 ス イ ッ チ ５ と を 接 続 し て い る そ れ ぞ れ の 端 子 間 に 加
わ る 電 位 差 を 抑 制 で き 、 こ れ ら の 機 器 を 低 減 し た 絶 縁 と す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 直 流 遮 断 器 を 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 発 明
の 実 施 例 ３ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 ３ が 実 施
例 １ と 異 な る 点 は 、 転 流 回 路 の 構 成 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 実 施 例 １ と 同 様 の 構 成 部 分 に
お い て は 、 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 転 流 回 路 ６ に は 、 第 １ の 転 流 ス イ ッ チ １ ９ 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ 、 リ
ア ク ト ル ４ 、 お よ び 第 ２ の 転 流 ス イ ッ チ ２ ０ の 順 序 で 、 こ れ ら が 直 列 接 続 さ れ て い る 。 こ
こ で 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ と リ ア ク ト ル ４ と の 順 序 は 入 れ 替 わ っ て も よ い 。 ま た 、 第 １ の 転
流 ス イ ッ チ １ ９ と 第 ２ の 転 流 ス イ ッ チ ２ ０ と は 、 連 動 し て 開 閉 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 主 遮 断 器 １ と 副 遮 断 器 ２ と を 閉 極 し て 、 直 流 回 路 に 運 転 電 圧 Ｖ ０ を 印 加 し た と
き の 転 流 回 路 ６ の 電 位 差 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ の 転 流 ス イ ッ チ １ ９ の 一 方 の 端 子 か ら 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 一 方 の 端 子 ま で の 機 器 と
、 第 ２ の 転 流 ス イ ッ チ ２ ０ の 一 方 の 端 子 か ら リ ア ク ト ル ４ を 介 し て 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 他
方 の 端 子 ま で の 機 器 と の 対 地 間 の 静 電 容 量 を 同 様 と す れ ば 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 対 地 間 に
は 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ を 所 定 の 電 圧 Ｖ ｃ で 充 電 し た 時 、 １ ／ ２ Ｖ ｃ （ ＝ 対 地 間 電 圧 Ｖ ｃ １
） が 加 わ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ が 充 電 さ れ る 極 性 に よ っ て 、 こ れ ら の 機 器 の 対 地 間 に は 、 対
地 間 電 圧 Ｖ ｃ １ が 加 算 、 も し く は 減 算 さ れ た 電 圧 Ｖ ｚ １ （ ＝ Ｖ ０ ± Ｖ ｃ １ ） が 加 わ る こ と
に な る 。 即 ち 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 負 荷 側 の 端 子 が 、 直 流 回 路 と 同 極 性 で あ れ ば 減 算 し た
電 圧 に な り 、 異 極 性 で あ れ ば 加 算 し た 電 圧 に な る 。 こ の 電 圧 Ｖ ｚ １ は 、 運 転 電 圧 Ｖ ０ と 充
電 電 圧 Ｖ ｃ と を 加 算 し た 電 圧 Ｖ ｘ よ り も 低 く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 上 記 実 施 例 ３ の 直 流 遮 断 器 に よ れ ば 、 第 １ の 転 流 ス イ ッ チ １ ９ と 第 ２ の 転 流 ス イ ッ チ ２
０ 間 に 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ と リ ア ク ト ル ４ と を 接 続 し て い る の で 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ と リ
ア ク ト ル ４ と の 対 地 間 に 加 わ る 電 位 差 を 抑 制 で き 、 こ れ ら の 機 器 を 低 減 し た 絶 縁 と す る こ
と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る 直 流 遮 断 器 を 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 本 発 明
の 実 施 例 ４ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 ４ が 実 施
例 １ と 異 な る 点 は 、 転 流 回 路 の 構 成 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 実 施 例 １ と 同 様 の 構 成 部 分 に
お い て は 、 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 転 流 回 路 ６ に は 、 転 流 ス イ ッ チ ５ 、 副 リ ア ク ト ル ２ １ 、 副 転 流 コ ン
デ ン サ ２ ２ 、 リ ア ク ト ル ４ お よ び 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 順 序 で 、 こ れ ら が 直 列 接 続 さ れ 、 転
流 コ ン デ ン サ ３ が 負 荷 側 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 副 リ ア ク ト ル ２ １ と 副 転 流 コ ン デ ン サ
２ ２ と に は 、 切 替 ス イ ッ チ ２ ３ が 並 列 接 続 さ れ て い る 。 こ れ は 、 転 流 電 流 を 制 御 す る た め
の も の で あ り 、 切 替 ス イ ッ チ ２ ３ を 閉 路 す れ ば 転 流 電 流 を 増 大 す る こ と が で き 、 ま た 、 開
路 す れ ば 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 実 施 例 ４ の 直 流 遮 断 器 に よ れ ば 、 副 リ ア ク ト ル ２ １ や 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ な ど を
接 続 し 、 転 流 電 流 を 制 御 す る 転 流 回 路 ６ に お い て も 、 実 施 例 １ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 ４ で は 、 実 施 例 １ の 転 流 回 路 ６ に 副 リ ア ク ト ル ２ １ と 副 転 流 コ ン デ ン
サ ２ ２ と を 直 列 接 続 し て 説 明 し た が 、 実 施 例 ２ お よ び 実 施 例 ３ の 転 流 回 路 ６ に お い て も 、
こ れ ら の 副 リ ア ク ト ル ２ １ 、 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ お よ び 切 替 ス イ ッ チ ２ ３ を 接 続 し て も
よ い 。 こ こ で 、 リ ア ク ト ル ４ と 副 リ ア ク ト ル ２ １ と を 合 わ せ て 、 単 に 転 流 回 路 ６ の リ ア ク
ト ル 、 ま た 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ と 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ と を 合 わ せ て 、 単 に 転 流 回 路 ６ の
転 流 コ ン デ ン サ と 称 す 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ５ に 係 る 直 流 遮 断 器 を 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 本 発 明
の 実 施 例 ５ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 ５ が 実 施
例 １ と 異 な る 点 は 、 転 流 回 路 の 構 成 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 実 施 例 １ と 同 様 の 構 成 部 分 に
お い て は 、 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 転 流 回 路 ６ に は 、 転 流 ス イ ッ チ ５ 、 副 リ ア ク ト ル ２ １ 、 副 転 流 コ ン
デ ン サ ２ ２ 、 リ ア ク ト ル ４ お よ び 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 順 序 で 、 こ れ ら が 直 列 接 続 さ れ 、 転
流 コ ン デ ン サ ３ が 負 荷 側 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 副 リ ア ク ト ル ２ １ に は 、 切 替 ス イ ッ チ
２ ４ が 並 列 接 続 さ れ て い る 。 こ れ は 、 転 流 電 流 を 制 御 す る た め の も の で あ り 、 切 替 ス イ ッ
チ ２ ４ を 閉 路 す れ ば 転 流 電 流 を 増 大 す る こ と が で き 、 ま た 、 開 路 す れ ば 抑 制 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 実 施 例 ５ の 直 流 遮 断 器 に よ れ ば 、 副 リ ア ク ト ル ２ １ や 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ な ど を
接 続 し 、 転 流 電 流 を 制 御 す る 転 流 回 路 ６ に お い て も 、 実 施 例 １ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 ５ で は 、 実 施 例 １ の 転 流 回 路 ６ に 副 リ ア ク ト ル ２ １ と 副 転 流 コ ン デ ン
サ ２ ２ と を 直 列 接 続 し て 説 明 し た が 、 実 施 例 ２ お よ び 実 施 例 ３ の 転 流 回 路 ６ に お い て も 、
こ れ ら の 副 リ ア ク ト ル ２ １ 、 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ お よ び 切 替 ス イ ッ チ ２ ４ を 接 続 し て も
よ い 。 こ こ で 、 リ ア ク ト ル ４ と 副 リ ア ク ト ル ２ １ と を 合 わ せ て 、 単 に 転 流 回 路 ６ の リ ア ク
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ト ル 、 ま た 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ と 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ と を 合 わ せ て 、 単 に 転 流 回 路 ６ の
転 流 コ ン デ ン サ と 称 す 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ６ に 係 る 直 流 遮 断 器 を 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ６ は 、 本 発 明
の 実 施 例 ６ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 ６ が 実 施
例 １ と 異 な る 点 は 、 転 流 回 路 の 構 成 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 実 施 例 １ と 同 様 の 構 成 部 分 に
お い て は 、 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 転 流 回 路 ６ に は 、 転 流 ス イ ッ チ ５ 、 副 リ ア ク ト ル ２ １ 、 副 転 流 コ ン
デ ン サ ２ ２ 、 リ ア ク ト ル ４ お よ び 転 流 コ ン デ ン サ ３ の 順 序 で 、 こ れ ら が 直 列 接 続 さ れ 、 転
流 コ ン デ ン サ ３ が 負 荷 側 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ に は 、 切 替 ス イ
ッ チ ２ ５ が 並 列 接 続 さ れ て い る 。 こ れ は 、 転 流 電 流 を 制 御 す る た め の も の で あ り 、 切 替 ス
イ ッ チ ２ ５ を 閉 路 す れ ば 転 流 電 流 を 増 大 す る こ と が で き 、 ま た 、 開 路 す れ ば 抑 制 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 実 施 例 ６ の 直 流 遮 断 器 に よ れ ば 、 副 リ ア ク ト ル ２ １ や 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ な ど を
接 続 し 、 転 流 電 流 を 制 御 す る 転 流 回 路 ６ に お い て も 、 実 施 例 １ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 ６ で は 、 実 施 例 １ の 転 流 回 路 ６ に 副 リ ア ク ト ル ２ １ と 副 転 流 コ ン デ ン
サ ２ ２ と を 直 列 接 続 し て 説 明 し た が 、 実 施 例 ２ お よ び 実 施 例 ３ の 転 流 回 路 ６ に お い て も 、
こ れ ら の 副 リ ア ク ト ル ２ １ 、 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ お よ び 切 替 ス イ ッ チ ２ ５ を 接 続 し て も
よ い 。 こ こ で 、 リ ア ク ト ル ４ と 副 リ ア ク ト ル ２ １ と を 合 わ せ て 、 単 に 転 流 回 路 ６ の リ ア ク
ト ル 、 ま た 、 転 流 コ ン デ ン サ ３ と 副 転 流 コ ン デ ン サ ２ ２ と を 合 わ せ て 、 単 に 転 流 回 路 ６ の
転 流 コ ン デ ン サ と 称 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 回 路 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ に 係 る 直 流 遮 断 器 の 転 流 回 路 の 回 路 構 成 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の 直 流 遮 断 器 の 回 路 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ 　 主 遮 断 器
２ 　 副 遮 断 器
３ 　 転 流 コ ン デ ン サ
４ 　 リ ア ク ト ル
５ 　 転 流 ス イ ッ チ
６ 　 転 流 回 路
７ 　 サ ー ジ ア ブ ソ ー バ
１ ０ 　 充 電 回 路
１ １ 　 第 １ の 保 護 抵 抗
１ ２ 　 第 １ の 充 電 ス イ ッ チ
１ ３ 　 第 １ の ダ イ オ ー ド
１ ４ 　 第 ２ の 保 護 抵 抗
１ ５ 　 第 ２ の 充 電 ス イ ッ チ
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１ ６ 　 第 ２ の ダ イ オ ー ド
１ ７ 　 電 源
１ ８ 　 極 性 判 別 器
１ ９ 　 第 １ の 転 流 ス イ ッ チ
２ ０ 　 第 ２ の 転 流 ス イ ッ チ
２ １ 　 副 リ ア ク ト ル
２ ２ 　 副 転 流 コ ン デ ン サ
２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 　 切 替 ス イ ッ チ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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